
製品の概要

Windows Server 2016 は、準備が整った時点でクラウド コンピューティン
グへ簡単に移行できる新しいテクノロジを導入すると同時に、現在のワーク
ロードをサポートするクラウドレディのオペレーティング システムです。本
製品は、お客様のビジネスを支えるアプリケーションとインフラストラクチャ
に新しい強力な多層セキュリティおよび Azure を基にしたイノベーションを
もたらします。

エディションの概要

Windows Server 2016 のエディションは、今日のビジネス要件の変化
によりよく対応できるよう合理化されています。Windows Server 2016
は、以下のエディションでリリースされます。

• Windows Server 2016 Datacenter: 高度に仮想化されたデータセン
ターおよびクラウド環境向けです。

• Windows Server 2016 Standard: 物理環境または最小限の仮想化が
行われた環境向けです。

• Windows Server 2016 Essentials: ユーザー数が 25 名以内、デバイス
が 50 個以内の小規模企業向けです。Essentials は、Windows Server
2016 では提供されない Foundation Edition をご使用のお客様に最適な
選択肢です。

• Windows Server 2016 MultiPoint Premium Server: 1 台のコン
ピューターを複数のユーザーで使用可能です (教育機関向けライセンス
のみでの提供)。*

• Windows Storage Server 2016: 専用の OEM ストレージ ソリューショ
ン 向 け で す 。 OEM チ ャ ネ ル を 通 じ て Standard Edition お よ び
Workgroup Edition で提供されます。

• Microsoft Hyper-V Server 2016: 無料でダウンロードできるハイパーバ
イザーです。

Datacenter Edition 専用の機能には、シールドされた仮想マシン、ソフト
ウェアによるネットワーキング、記憶域スペース ダイレクト、記憶域レプリ
カが含まれます。Standard Edition には、2 つのオペレーティング システ
ム環境 (OSE または仮想マシン) または Hyper-V コンテナーに対する権利
が含まれます。Datacenter Edition には、無制限の OSE および Hyper-V
コンテナーが含まれます。
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Azure ハイブリッド使用特典

ワークロードをパブリック クラウドに

移行する準備が整った時点で、お客様

は Windows Server への既存の投資を

活用できます。Azure ハイブリッド使

用特典を利用することで、自社のオン

プレミスのソフトウェア アシュアラン

ス付きの Windows Server ライセンス

を Azure へ移行できます。お客様は、

新しい Windows Server 仮想マシンの

正規の価格ではなく、基本コンピュー

ティング料金のみを支払います。詳細

については、www.azure.com を参照

してください。

* 法人のお客様は、Standard Edition および Datacenter Edition で提供される Windows 

MultiPoint Premium Server の役割を使用できます。MultiPoint Server には、Windows 

Server CAL と RDS CAL が必要です。

https://www.azure.com/


Windows Server 2016 の機能における違いおよびコアベースの価格

* 運用環境で Nano Server を展開して運用するにはソフトウェア アシュアランスが必要です。

** 16 コア ライセンス用の Open (NL) ライセンスの参考価格 (税抜) です。具体的な価格については、マ
イクロソフトの販売代理店にお問い合わせください。販売代理店を通じて購入するライセンスの価格や支払
い条件は、マイクロソフトが決定するものではありません。

Windows Server 2016 のライセンス モデル

Windows Server 2016 のライセンス モデルには、コアと Client Access License

(CAL) の両方 が含 まれま す 。ライ セン ス交付 され た Windows Server の

Standard Edition、Datacenter Edition、または MultiPoint Edition にアクセスす

るユーザーおよび /またはデバイスごとに 、Windows Server CAL または

Windows Server およびリモート デスクトップ サービス (RDS) の CAL が必要に

なります。Windows Server CAL は、同一バージョンまたは旧バージョンの

Windows Server の任意のエディションにアクセスする権利をユーザーまたはデバ

イスに付与します。1 つの Window Server CAL で、ライセンス交付された複数の

Windows Server にアクセスできます。

Windows Server 2016 の一般提供開始後、Standard Edition と Datacenter

Edition のビジネス モデルは、プロセッサ ベースからコア ベースのライセンス体

系に移行します。コア ベースのライセンス体系では、マルチクラウド環境全体でよ

り一貫性のあるライセンス基準が適用されます。また、Azure ハイブリッド使用特

典などの特典を通じて Windows Server のワークロードのポータビリティが向上

し、異なる複数のライセンス モデル間の矛盾が解消されます。

* リモート デスクトップ サービスや Active Directory Rights Management サービスなど、一部の追加機能または拡張機能については、引き続き、追加の CAL の

購入が必要になります。

Windows Server 2016 のライセンス体系

機能 Datacenter Standard

Windows Server の主要機能 • •

OSE / Hyper-V コンテナー 無制限 2

Windows Server コンテナー 無制限 無制限

ホスト ガーディアン サービス • •

Nano Server* • •

記憶域スペース ダイレクト、記憶域レプリカなどのストレージ機能 •

シールドされた仮想マシン •

ネットワーク スタック •

コアベースの価格 1,184,000 円 169,600 円

エディション ライセンス モデル CAL 要件*

Windows Server 2016 Datacenter コアベース Windows Server CAL

Windows Server 2016 Standard コアベース Windows Server CAL

Windows Server 2016 Essentials プロセッサベース CAL 不要

Windows Server 2016 MultiPoint Premium Server プロセッサベース
Windows Server CAL および

リモート デスクトップ サービス CAL

Windows Storage Server 2016 プロセッサベース CAL 不要

Microsoft Hyper-V Server 2016 NA NA



コアベースのライセンス体系: Windows Server 2016 Standard
および Datacenter

• サーバーのすべての物理コアに対してライセンスを取得する必要があります。

物理サーバーのプロセッサ コアの数に基づいて、サーバーのライセンスを取得

します。

• サーバーごとに最低 16 個のコア ライセンスが必要です。

• 物理プロセッサごとに最低 8 個のコア ライセンスが必要です。

• コア ライセンスは、2 コア パックで販売されます。

• 1 台の物理サーバーのライセンスを取得するには、最低 8 個の 2 コア パック

が必要です。各エディションの 2 コア パックの価格は、対応する Windows

Server 2012 R2 のエディションの 2 プロセッサ ライセンスの 8 分の 1 の価

格と同等です。

• Standard Edition では、サーバーのすべての物理コアのライセンスを取得した

際、最大 2 つの OSE または Hyper-V コンテナーに対する権利が付与されま

す。VM を 2 台追加するごとに、サーバーのすべてのコアに対して再度ライセ

ンスを取得する必要があります。

• Windows Server 2016 の Datacenter Edition および Standard Edition の

16 コア ライセンスの価格は、対応する Windows Server 2012 R2 バージョ

ンのエディションの 2 プロセッサ ライセンスと同等の価格です。

• ソフトウェア アシュアランスの対象となる既存のお客様のサーバーには、文書

を作成することにより、必要に応じてコア使用権が付与されます。

必要な 2 コア ライセンス パック数

(プロセッサあたり最低 8 コア、サーバーあたり 16 コア)
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最低ライセンス

物理コア数に応じたライセンスが必要

Standard Edition では追加ライセンスが必要な場合があります。

コアベースのライセンス体系への移行

Windows Server 2016 の一般提供開始後、プロセッサベースのライセンス体系か

らコアベースのライセンス体系に移行しても、ソフトウェア アシュアランスが有効

なお客様については、契約更新時まで影響はありません。

プロセッサからコアへの変換: コア使用権

• Windows Server 2016 の一般提供開始後、および契約更新前、ソフトウェア

アシュアランス付きのライセンスは、いつでも Windows Server 2016 に

アップグレードできます。

• Windows Server 2016 の一般提供開始後、および契約更新時、ソフトウェア

アシュアランス付きのライセンスは、コアベースのライセンス体系に移行しま

す。

プロセッサあたりの物理コア数
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• ソフトウェア アシュアランスが有効なオンプレミスのお客様は、契約更新時、2

プロセッサ ライセンスごとに、プロセッサあたり最低 8 個のコア ライセンス、

およびサーバーあたり 16 個のコア ライセンスが付与されます。サービス プロ

バイダーは、契約更新時、ソフトウェア アシュアランス付きの 1 プロセッサ ラ

イセンスごとに最低 8 個のコア ライセンスが付与されます。

• 3 つ以上の OSE を実行している 4 プロセッサ サーバーに割り当てられた

Standard Edition ライセンスおよびソフトウェア アシュアランスが存在するお

客様には、追加の OSE に対応するライセンス使用権が付与されます。インベン

トリが作成されていない場合、ソフトウェア アシュアランス付きの 2 プロセッ

サ ライセンスごとに、プロセッサあたり 8 個のコア、およびサーバーあたり

16 個のコア (8 個の 2 コア パック) が付与されます。

ソフトウェア アシュアランスが有効なお客様の Windows Server 2016 への移行

をサポートするために、ライセンス交付された既存のサーバーに対してコア使用権

が付与されます。

コア使用権の付与について

• お客様には、Windows Server 2016 の一般提供開始後の更新時にコア使用権が

付与されます。

• コア使用権は、プロセッサあたり 8 個、サーバーあたり 16 個を超えるコアを

搭載したサーバーに付与されます。

• マイクロソフトは、現在の契約期間の終了時、ソフトウェア インベントリ ログ

(SIL)、サード パーティ インベントリ ツールなどの適切なツールを使用して環

境のインベントリを作成し、インベントリ データをマイクロソフトと共有する

ことをお客様に推奨しています。マイクロソフトと共有するインベントリ デー

タには、Windows Server がインストールされているすべての運用ハードウェ

アのサーバー、プロセッサ、およびコアの文書 (日付スタンプ付き) が含まれて

いる必要があります。

• 自社でインベントリを作成していないお客様には、現在所有しているサーバーの

Standard Edition ライセンスおよび Enterprise Edition ライセンスごとに、プ

ロセッサあたり 8 個のコア ライセンス、およびサーバーあたり 16 個のコアが

付与されます。

プロセッサあたり 8 コア以下でサーバーあたり

16 コア以下のサーバー:

プ ロ セ ッ サ あ た り 9 コ ア 以 上 で サ ー バ ー あ た り

17 コア以上のサーバー:

• お客様には、プロセッサあたり最低 8 個のコア、および

サーバーあたり 16 個のコアが付与されます。

• 価格への影響はありません (Windows Server 2012 R2 の

2 プロセッサの価格と比較した場合)。Windows Server

2016 の Datacenter Edition および Standard Edition の

16 コア ライセンスの価格は、対応する Windows Server

2012 R2 バージョンのエディションの 2 プロセッサ ライ

センスと同等の価格です。

• お客様には、プロセッサあたり 8 個、サーバーあたり 16

個を超えるコアを搭載したサーバーに対してコア使用権が

付与されます。

• お客様は、追加コアのソフトウェア アシュアランスの

料金を支払います。

Windows Server 2016 のライセンス体系
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Windows Server 2016 の詳細については、http://aka.ms/ws-jp を参照

してください。

一般提供

Windows Server 2016 の一般提供開始前 Windows Server 2016 の一般提供開始後

プロセッサベースの

ライセンス体系:

• Windows Server 2016 の

一般提供開始前の更新に

ついては、契約期間中は

プロセッサベース

モデルのままとなります。

プロセッサベースの

ライセンス体系:

• Windows Server 

2016 の一般提供開始

前の補正発注については、

次の更新時まで

プロセッサベースと

なります。

コアベースの

ライセンス体系:

• お客様はコアベースの

ライセンス体系に

移行します。

更新前: 補正発注については

プロセッサベースとなり、

次の更新時まで引き続き

プロセッサベースとなります。

更新後: Windows Server 

2016 の一般提供開始後の

更新後の補正発注については

コアベースとなります。

Windows Server 2016 のサービス ガイドライン

サービス モデルは、お客様が選択したインストール オプションによって左右さ

れます。Nano Server のインストール オプションを選択したお客様は、

Windows 10 のエクスペリエンスと同様のよりアクティブなサービス モデルを

選択できます。特に、これらの定期リリースは、Current Branch for Business 

(CBB) リリースと呼ばれています。このアプローチは、「クラウド スピード」の

短期間の開発ライフサイクルに対応した、より迅速にイノベーションを実現した

いと考えるお客様をサポートします。上記のサービスでは新機能が継続的に提供

されるため、Nano Server を運用環境に展開して運用するにはソフトウェア ア

シュアランスが必要になります。

Desktop Experience または Server Core によって Windows Server 2016 を

インストールするお客様は、5 年間のメインストリーム サポートと 5 年間の延

長サポートが付属した Long Term Servicing Branch (LTSB) モデルが適用さ

れます。

インストール オプション
LTSB サービス

モデル
CBB サービス

モデル

Server with Desktop Experience 〇 ×

Server Core 〇 ×

Nano Server × 〇
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更新 補正発注 更新 補正発注

http://aka.ms/ws-jp

